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( 1面) 快適なくらしへ伸び

る下水道

( 2面・3面) 足立区下水道現

況図

( 4 面) 衛生的な都市環境に
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快適 な く らし
へ 伸

びる 下水 道

下
水
道
は
、
快
適
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
心
要
不
可
欠
な
公
共
施
設
で
す
。
し
か
し
、

足
立
区
に
お
け
る
下
水
道
の
普
及
率
は
二
十
三
区
中
最
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
区
で
は
、

下
水
道
の
普
及
を
特
に
重
要
な
施
策
に
取
り
上
げ
、
そ
の
促
進
に
は
都
区
一
体
と
な
っ
て
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
内
下
水
道
の

現

況

卜
水
道
は
祁
心
に
欠
か
せ
な
い
・
公
玖
紘

a
で
す
足
齔
区
内
の
片
及
率
は
昭
和
。
阮

卜
し
年
度
恥
ク
匸
%
で
、
。
一
卜
三
区
平

均
七
八
%
と
比
較
し
ま
す
と
大
幅
に
迎
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
区
内
の
大
半

を
し
め
る
緑
地
区
城
の
解
除
の
遅
れ
と
、

足
立
区
の
L
割
近
い
面
積
が
汚
水
と
雨
水

を
別
々
の
管
で
流
卞
分
流
万
式
で
計
画
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
F

。
こ
の
区
域
は
、
汚

水
と
山
水
を
ま
と
め
て
。本
の
竹
に
流
卞
(

‥
流
式
と
比
べ
て
、
L
亊
に
日
時
と
費

川
が
二
陪
以
匚
か
か
り
ま
す
。ド
水
道
嘔
業

は
、
東
京
都
が
、
E体
と
な
っ
て
進
め
て
い

ま
す
か
、
痊
及
率
ア
ッ
プ
を
ぱ
か
る
L
で

区
は
下
水
迺
の
渟
及
を
辰
も
叺
要
な
俵
策

に
取
り
卜
げ
促
進
匚
つ
と
め
て
い
ま
す

今
年
度
叺
京
祁
ド
水
道
川
で
は
匸
二
G

三
卜
L
億
円
を
妃
立
K
に
投
↓
ぺ
し
、
祁
区

一
体
で
工
傴
を
進
め
て
い
ま
す
・

中
川
処
理
場
工
事

一
部
ま
も
な
く
完
成

待
望
力
中
川
処
理
場
が
米
年
四
川
か
气

運
転
を
開
始
し
ま
す
。
昭
和
五
卜
一
年
二

月
工
嘔
着
f
以
来
、
超
軟
弱
地
盤
に
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
が
、
八
年
の
歳
月
と
、
約
四

a
卜
忙
円
の
巨
費
を
投
匕
た
処
理
場
の
第
一

期
L
淅
が
い
よ
い
よ
完
成
し
ま
す

。

こ
の
処
坪
場
は
、
区
内
堤
北
部
の
人
部

分
と
、
葛
飾
区
水
元
地
K
を
処
理
K
と
し
、
-
-

日
三
万
じ
1
。
五
n
ト
ン
の
汚
水
を
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
将
淞
的
に
は
一
日

六
卜

で
勾
ト
ン

、
ハ
ト
じ
万
斤
F

人
の
汚

水
処
理
か
叮
能
と
な
り
ま
す
。

幹
線
工
事
も

着
々
と
進
む

一
仁
中
川
処
理
場
姓
設
に
(
‥
わ
せ
て

進
め
て
い
る
汚
水
幹
線
工
収
は
、
途
中
メ

タ
ン
ヴ
ス
発
生
等
で
難
航
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
木
で
全
休
計
画
の
約
瓦
〇
%
の
進

ち
ょ
ぐ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
巾
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
私

た
ち
を
守
る
山
水
幹
線
工
j
も
す
で
に
全

体
計
画
の
約
じ
に
%
巡
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
汚
水
と
巾
水
と
を
い
っ
し
ょ
に

流
す
(
‥
流
地
域
の
幹
線
は
、
今
年
度
木
で

全
線
が
お
お
か
た
完
成
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
枝
線

工
事
が
中
心
に

処
理
劣
・
ポ
ン
プ
所
・
幹
線
の
L
傴
が

進
み
ま
す
と
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
直
接

か
か
わ
り
の
あ
る
伎
線
工
嘔
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

今
ま
で
提
北
部
の
肢
線
工
嘔
は
、
小
菅

処
理
場
が
受
け
持
つ
地
域
を
中
心
に
進
め

て
き
ま
し
た
か
、
昭
和
阮
卜
六
印
度
よ
り

中
川
処
理
場
川
辺
夲・
は
じ
め
、
分
流
地
域

に
も
工
嘔
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
堤
北
束
部
。
西
部
お
よ
び

北
部
に
伎
楾
工
乍
が
移
っ
て
き
ま
す
。

多
く
の
障
害
を

越
え
て
進
む
下
水
道

公
ハ
ド
水
道
は
道
路
の
ド
に
敷
設
し
ま

す
の
で
、
幹
線
や
&
い
伎
楾
、
あ
る
い
は

山
水
・
占
水
竹
を
入
れ
る
に
は
ど
う
し
て

も
広
い
適
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
未
蓊
及
地
域
の
適
路
状
況
や

交
通
事
情
に
加
え
、
低
地
帯
特
有
の
軟
弱

地
雛
等
の
た
め
、
ド
水
道
L
t
は
ま
す
ま

す
困
幣
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
力
や
(
エ
の
い
な
い
文
化
的
生

活
に
、
人
雨
に
対
し
て
も
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
・つ
く
り
に
は
、
公
玖
ド
水
道
は
欠

か
せ
な
い
哈
設
で
す
。

今
後
も
、
足
立
K
お
よ
び
叺
京
都
ド
水

遣
り
は
、
困
難
な
条
件
の
ド
で
あ
っ
て
も

柚
極
的
に
公
共
ド
水
適
の
建
段
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

L
傴
K
誡
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
ご

迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
な
に

と
ぞ
、
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
顧
い
し
ま
す
。

下水道管が埋設されてきれいなまちに( 梅田七丁目)



足 立区 下 水道現況図
( 昭和58 年11月現在)

公共下水道者及率の推移

下水道についての問い合 わせ・相談は

この計画は、実施に際し変更になる場合があります。
詳細については、下記にお問い合わせください。
足立区土木部下水道課

889―6161　内273
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衛生的な都市環境に

水洗化は皆さんの
ご協力で

公
共
下
水
道
工
事
が
終
わ
り
下
水
道
処

理
区
鱸
(
水
洗
化
可
能
地
域
)
に
告
示
さ

れ
ま
す
と
、
皆
さ
ん
は
三
年
以
内
に
水
洗

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、下

水
道
料
金
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、建
物
の
所
有
者
な
ど
は
。

す
み
や
か
に
排
水
設
備
を
つ
く
り
、
水
洗

ト
イ
レ
に
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
に
あ
た
っ
て
は

ご
注
意
を

◎
　

私
道
や
宅
地
内
工
事
に
つ
い
て
の
業

者
の
説
明
会

、
勧
誘
、
契
約
は

、
公
共
下

水
道
工
事
の
地
元
説
明
会
が
終
っ
て
か
ら

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
費
は

毎
年
変
動
か
あ
り
ま
す
の
で
契
約
は

。
な

る
べ
く
処
理
区
域
の
告
示
が
済
ん
で
か
ら

行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
区
城
に
な
り
ま
す
と
、
必
ず
全
世

帯
に
下
水
道
局
か
ら
お
知
ら
せ
(
千
ラ
シ
)

を
配
布
し
ま
す
。

ま
夊

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
契
約
に
あ

た
っ
て
は
、
納
得
の
い
く
よ
う
棗
者
と
話

し
合
い
、
必
ず
次
の
參
項
を
契
約
の
内
容

に
含
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
総
工
事
費
と
内
訳
　

▼
エ
嘔
期
限
お

よ
び
条
件
　

▼
工
事
費
支
払
い
方
法

▼
違
約
条
項
　

▼
保
証
条
件

◎
　

工
事
は
東
京
都
指
定
工
事
店
で
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
が
不
完
全
で
す
と

悪
臭
が
す
る

、
つ
ま
り
や
す
い
、
こ
わ
れ

や
す
い
な
ど
の
問
題

が
お
こ
り
ま
す
。

そ
こ
で
都
で
は

、
正
し
い
エ
忝
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
指
定
工
事
店
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
な
お

、
区
内
の
指
定
工
事
店

一
覧
表
は
、
下
水
道
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
に
は

こ
の
よ
う
に

□
私
道
に
公
共
下
水
道
を
敷
設
し
て
も
ら

い
た
い
場
合

▽
私
道
の
幅
が
四
じ
以
上
で
公
道
と
公
道

を
結
ぶ
公
共
性
の
あ
る
道
路
で
土
地
所

有
者
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

は

、
区
道
に
し
ま
す
。

▽
私
道
の
幅
が
I

・
八
ご
以
上

、
四
に
末

満
で
公
道
と
公
道
と
を
結
び
十
地
所
有

者
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
は
、

区
有
通
路
に
し
ま
す
。

※
公
道
化
の
相
談
は
、
土
木
部
用
地
管
躍

潭
川
地
処
理
係
　
　
八
八
二
-
一
一
一
一

へ

。

□
水
洗
化
に
つ
い
て
家
主
や
地
主
と
話
し

あ
い
が
つ
か
な
い
場
合

ド
水
道
局
で
は
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
を

解
決
す
る
た
め

、
助
。一M
仲
介
す
る
弁
護
士

な
ど
に
よ
る
専
門
の
「
普
及
あ
っ
せ
ん
蒭

貝
制
度

」
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
F
水
道
局
小
菅
支
所
普
及
係

(
○
ニ
ーハ
ハ
こ
I

浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ

浄
化
槽
を
使
用
し
て
、
適
正
な
管
理
を

お
こ
た
り
ま
す
と
環
境
衛
生
L

問
題
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、管
理
に
は
維
持
費
か
か
か
り
ま

す
の
で
、ド
水
か
流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ら
、な
る
べ
く
早
い
時
期
に
浄
化
槽

を
廃
正
し
て
ド
水
道
管
に
直
接
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
清
掃
、
く
み
取
り
等
に
つ
い

て
は

、も
よ
り
の
渣
帰
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

く
わ
し
く
は
、足
l
柬
清
掃
嘔
務
所
(
　

八
八
儿
I
O
匕
一
二
、2
^
西
清
掃
事
務

所
(
`
l
八
万
一
〒
ニ
ー
四
二
へ
。

私
道
の
舗
装
に
も

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

下
水
道
工
事
完
了
後
に
簡
易
舗
装
を
希

望
す
る
方
に
工
事
費
を
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。助
成
額
は
、道
路
接
続
状
況

に
よ
り
区
の
算
定
工
事
費
の
八
〇
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
に
几
。五
パー
セ
ン
ト
の
助
成
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
舗
装
す
る
前
に
水
道
、
ガ

ス
等
埋
設
物
の
工
嘔
は
、
完
了
さ
せ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
舗
装
の
助
成
申
消
は
、

下
水
道
完
了
後
な
る
べ
く
早
く
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
土
木
部
計
画
調
り
課

計
画
係
　
八
八
二
-
一
一
一

ご
利
用
く
だ
さ
い

助
成
融
資
制
度

水
洗
化
工
事
を
す
る
に
は
あ
る
程
度
ま

と
ま
っ
た
資
令
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
都
と
K
で
は
、
み
な
さ
ん
の
負
担

軽
減
に
つ
と
め
、
∵
疋
の
条
件
の
も
と
に

助
成
お
よ
び
触
資
あ
っ
せ
ん
を
下
表
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 上の表は59年4月以降変ることがあります。


